
保健体育部会

研究主題 「授業力向上に向けた教員の相互研鎖による学習指導の工夫 ・改善」

1研 究の 目的

学 習指導要領 における保健体育科 の目標は、 「心 と体 を一体 と して とらえ、健康 ・安全や運動にっ

いての理解 と運動の合理的な実践 を通 して、生涯にわたって計画的 に運動に親 しむ資質や能力 を育て

るとともに、健康の保持増進のための実践力の育成 と体力の向上を図 り、明るく豊かで活力 ある生活

を営む態度 を育てる。」である。特に 「体育」の 目標 においては、生徒一人一人が運動の特 性に触れ

て得 られ る運動の楽 しさや喜び を味わ うことができるよ うにする とともに、技能の向上を 目指す過程

で体力 の向上や運動にかかわ る社会的態度の育成、生涯 を通 じて継 続的 に運動ができるようになるこ

とが大切であ るとい うことを示 している。

現在 の高校 生は体力の低下や運動をする生徒 とそうでない生徒の 二極化 現象がみ られ る。加 えて、

集 団の中に とけ込んで運動できない生徒や得意なスポーツにだけ興味を示す生徒、運動の不得意 な生

徒 の気持ちを理解できない生徒 な どがいる と言われている。この ような多様な生徒 に対 して、学習指

導 要領 の 目標 を実現す るためには、教員の資質 ・能力の うち特 に実際の授業の場面において具体的に

発揮 され る授業力の向上が必要不可欠である。そのためにも目指す授業像を確立す るとともに、教科

指 導を充実 したものにする手段 として、教員 同士が学び合 う相互研鎖の仕組みを作 り、授業研 究や校

内研修等を…層充実 した ものにす る必要がある。

平成16年9月 、東京都公 立学校 の 「授業力」向上に関す る検討委員会報告書により、授業力の構

成要 素が示 された。 これは教員の授 業力向上の指針 となるものである。

本研究会で は、この授業力の構成要素に墓づき、保健 体育科 の教科 としての特性 を踏 えながら授 業

力の構成要素 の具体化 を図るとともに、教員の授業力 向上に向けた望ま しい相互研鎭 の在 り方につい

て調査や検証授業等を通 して課題 を明 らかにし、その課題解決のた めの具体的な方策等 を研究開発す

るこ ととした。

皿 研究の方法

1教 科の特性 を踏まえた授業力の構成要素

授 業力の構成要素の 「使命感、熱意 、感性」「児童 ・生徒理解」 「統率力jr指 導技術(授 業展開)」

「教材解釈、教材開発」 「指導 と評価の計画の作成 ・改善」の6つ の構成要素にっいて、教科の特性

や 目指す授業像を踏まえた具体的 な手だての例を開発 し、実際の授業場面にあてはめて考察す る。

2日 常的な相互研鎖の在 り方

相互研鎖 の方法や実施状況 についてのア ンケー ト調査等を行い、相互研鎖の必要性や実施上の問

題 点にっいて検討 し、授業力 向上に生かせ る相互研鎮の在 り方 につ いて考察す る.

3相 互研鎖 を生か した検証授業

相互研鎭 を生か した検証授業を実施 し、学習指導の工夫 ・改善 に効果的なものとなったかを検証

する。今回は、単元 をバ レー ボール とし、その専門性の高い教員か らの助言 を生か して指導計画 を

作成 する。 また、事前に検証授業の授業参観を同僚に依頼 し、授業力の構成要素 に基づいた 「授業

力向上に向けた相互研鎭 シー ト」を作成 して、検証授業についての授業評価 を得 る準備を整 える、

さらに、授業前後や授業時の様 子、学習 ノー トの内容、生徒 の学習内容 ・活動等を評価規準 に照

らし、相互研鎖に よる学習指 導の工夫 ・改善が行われ授業力が向上 したかを考察する。
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皿 研究の内容

1目 指す授業像 と授業力の構成要素 とその具体例

目指す授業像 と授 業力 の構成要素 と手だての具体例は、保健体育科 としての教科の特性 を文献よ

り抜粋 した 「よい授 業」の例 を中心に検討 して作成 し、検証授業を実施す るための柱 とした。

保健体育科における 「授業力」の構成要素 と手だての具体例は、次ペー ジのよ うに示 した。 これ

を基本 に授業力向上に向けた相互研鎭 シー トを作成 し、検証授業に活用 した。

目指す授業像は、生徒一人一人が主体的に学習に取 り組み 、生き生 きと楽 しみなが ら学べ る体育

の授 業を 目指す とした。 さらに授 業の目的が効果的に達成 されるた めに、次の事項を指導計画作成

にあた り配慮すべ き要素 とした。
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披能の伸長=記 録の仕方や評価方法を工夫し,技 能の伸び(質 的な深まり等)が 認知しやすいようにする。

遣成感 ・喜び:到 達目標や課題を個に応 じて設定し、達成感や喜びが感 じられるよ うにする。

満足感=授 業時間内に適切な運動量、運動時間を十分確保する。

スポーツへの興味=教 材 ・教具を工夫し、スポーツの特性に触れ、楽 しさを深く味わえるようにする。

健療 ・安全の理解=身 体運動の科学的理解 とルール遵守の重要性や危険予測について理解できるようにする。

人間閏係の構集=友 人と協力 し合いながら、賞賛や励まし、喜びの共有等がみられるよう学習形態を工夫す る。

2日 常的な相互研讃の在 り方の検討

教員 の研修や研鎖にっいては、機会や 頻度、方法、内容な どについて調査 した。その結果、研修

会へ の参加は、授業があるた めに都合がつかないこと、生徒への対応のために参加 できない等の実

態 がわかった。一方で、 日常的に同僚の教員同士が情報交換を した り、授業について話 をした りす

るこ とが授業を行 う上では大 きなカ となっているこ とがわかった。そ こで 日常的に行 うことのでき

る相 互研鎖の在 り方について検討 し、検証授業で検証することとした。

(図 わ 相互研鎖の在り方と授業力の向上(研 究の流れ)
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研修・礪i一 画

・科 会 ・科 内研 修

・共 有 資 料

'OJTな ど

生徒の情報

指導技術

教材教具の工夫

指導計画

学習評価の方法

授業評価の方法

・り一ダーの配 置 ・能力 のパ ス

・指導披術 のポイ ン ト ・運動 ツ

授業実践
評 価

・学習評価 ・授業評価
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授業力の向上 → 確かな学力の定着
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保健体育科における 「授業加 の構成要素とその手だての具体例

「授業力」の構成要素
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保健体育科における構成要素の具体例

・保健体育のねらいや内容を生徒に生涯を通じて実践できるよう、生徒

の関心 ・意欲を十分に引き出し,で きる・わかる授業の構築を常にも藤

ける。
・意欲的に研修や研究に敵り組むとともに、他の教員から教え方や新た

な知識を学んでいる、
・生徒の健職 兄を把握し、適切な言葉胴 ナや表情 ・行動等により、生

徒の学習への興味 ・閲bを 高めていこうとする姿勢を常にもっている。
・技能差や興味 ・閲 醸こ差の出やれ 、保健庫育の侵業において1畿 生徒

の心情を理解しつつ、その授業全体の雰囲気をより良いものにするため

に、生徒へ積極的にかかわろうとすることが大切である。
・集団の特性をとらえつつも、一人一人の生徒を大切にする意識をもち、

個別の問題に関心を抱き、生徒にかかわる姿勢をもっている。
・生徒との相互信頼関係と授業規律なくしては統率力は生まれなレ㌔そ

のためにも、日々の授業を通して、人間的魅力を高めている。
・運動㈱)点 で生徒を惹き付けるものや帆入差のある生徒を適

切に指導しつつ、集団の特性をとらえての適切な指示や援助を行ってい

る。
・生徒相互の学び合い(自 主性・自発性)を 引き出す手だての工夫など

を日々追求し意職を高めている。

・基礎基本を定着させ、生徒が主体的に課題を解決して四ナるカを身に

付けさせる方法について常に研蹟を心がけ、実践・体得していくために、

教材研究や各種研究会における自己研修や校内研修、教員の相互研銀を

活用して高めている.
・学習内容が生徒にとうて適切なものであり、生徒が到達可能な理解で

きるレベルに導けるよう研債している。
'体育における種目の特性、保健における内容の重点化に応じた教材は

必ず存在する。生徒の能力やレディネスに応じた教跡の開発を常に意職

してい翫
・保健体育という教科は何を教える教科なのが こついて、研蹟を通して

学習内容の質的な高まりの整理をしている。

・それぞれの運動種目や単元の 「指導と評価の言十画」を作成し、常に改

善を図っている.
・作成する上で最も大切なことは、その授業においての 「生徒の姿」を

想定した 「評価規準」を作成することであるbそれにより 「指導と評価

の一体」が図られ、よりよい皮業敗善を図ることが可能となる。

相互研讃のための視点と手だての具体例

科目 「体育」 科目 線 画
・できる授業、わかる授業を実践するための教材研究を意欲的に行ってい弧 また、科
内で教醐 発を計醐 こ行う。
・研修会{の積匝的に参加することを心がけている。また、研修会の内容を科内や校内
で共有する。

蝋 繍 し、騰 り㈱ ㈱ ㈱ 。
・安全面を常に意識し施設、用具などの環境整備の点険を科内で計画的に実旛する.
・生徒の健康状態を把握するとともに、不測の事怨への対応も迅菌に対応できる。
・生徒の意見や質問、考え方、経鹸等を受容し誠実に対店している。
・生徒のつまづきをとらえ、適宜に個卿脂導することができる。

等と連携の仕方について検耕 る。
・担 から生徒情報にづいて双方向で互いに連絡をとり、生徒の状況

について把握することを心がけている。
・生徒に授業のねらいを明確に伝えることを科として検討し実践する、
・生徒の実態を考えた明砲な授業のルールを科として検討し設定する。
・言葉 ・行動などにあらわれる人間的な魅力を高めるよう常i:・心・nsけるe
・生徒を惹き付けるための幅広い実技能力

と練習法の実践と蓄積を行う,
・グループ学習におけるリーダーの膏成方

法を検詞する。
・専門性の高い教員から運動のコツを学

び、指導技術を高める。
・教員の技能獲得過程における練習法を整

理する。
・多様な蜘 対応する指導技術の共有化

を図る。

・運動種目の特性に触れることのできる学

習内容を学年ごとに藷理する。
・科惇的観点や多様なバリエーションによ

るアプローチを検討する。
・男女共i習による技能差等を踏まえた練習

方法を檎詞する。

・生徒を惹き付けるための幅広い保健教養

のある授業実践と蓄積を行う。
・生徒同士の学び合い引き出す参カll型の授

業を検討ずる。
・教えすぎに陥 らないよう必敏 ま学習内容

を整理する。
・身近な例から真理を追究し、実践力に導

く指導方法を検討する。
・生徒に身に付けさせる内容を明確にした

授業実践を検詞する。

・学習内容を理解させるためには、何力』

番効果的なのかを検討する。
・他の教員と教財等にっいての情報を共有

する。
・専門的な内容については、学習指導要領

の範囲にあるのか碗討する.

・保健体膏科における 「目指す生懲 等を検討する。
・努力を要する生徒への手だてを検討する。
・生徒による授業評価を活用した授業改善について検討する。
・科における 脂導と評価の計画」立案と評価 ・改善計画の検討をする。
・年間授業計画や週ごとの指導訓画の改善等を検討する。



3検 証授業に向 けての相互研鋭

(1)授 業者の実態把握

相互研鎖の成果が授業に反映 し、学習指導の工夫 ・改善に結び付いたか を検証す るために、ま

ず、5月 に授業を担 当す る教員の授業の実態把握 を行った。 ここでは、第二学年 女子を対象に し

たソフ トボールの授業が行われ 、生徒の授業に対す る興味、関心の度合いや取 り組む姿勢等 とい

った生徒の実態把握 と授業内容や方法 についての課題等について検討 した。

その結果、各委員か ら授業について活発な意見交換が行われ、生徒の学習状況等 について共通

理解 をすることができた。 しか し、 目指す授 業像等 については、多様な授業観か ら様々な意見が

出た。授業は どうあるべきか とい うことについて共通の視点が必要であることか ら、授 業力の構

成要素を保健体育科 としての特性や 目指す授業像を踏 まえて明確にす ること、さらに、相互研鎭

の在 り方 にっいても検討 した。

(2)検 証授業に向けての相互研鎭

検証授業は、第二学年女子のバ レー ボールの授業 とした。相互研鎭 にっ いては、授業力の構成

要素の指導技術(授 業展開)に 着 目した。

検証授業に向けた授業か らみ えた課題 とその課題 を解決す るための指導技術(授 業展開)は ど

うあるべきか、バ レーボール を専門 とす る教員か ら実技指導 を含め相互研鎮を行 った。

授業者が らの課題 課題解決の指導技術(授 業展開)
・男子 と女子 ではバ レー ボール の運動 ・セ ッターに近い位置で行 うAク イックは、

製 薯膿 袈謝 蓉齢ll参 毒でt鷺凝2縫 ぢ♪騰 孕
にくいのではないか。 回転をかけた りす る練習が効果的である。

・スパイ クにつなげるた めの基本的 な

パ スの習得 が難 しいのではないか。 ま

た 、技能の習熟 に個人差 が大きいので

はないか。

・限られた学習環境では、運動 の質 と

量 を十分 に確保す ることが難 しいの で

はないか。

・集 団スポーツ として、チーム内でお

互いに声 を掛け合い、 コミュニケー シ

ョンを高 めてい くこ とがゲー ムの勝敗

を左右するのではないか。

・ア ン ダー ハ ン ドパ ス の運 動の コ ツ と して

勢 は、ボール に緩 い逆 回転 をかtナるこ とで あ
る。そ うす ることで正 しい動きを身 に付 け

させ ることがで きる。

・ネ ッ トを3分 割す るよ うにアンテナ を立

勤 て て 、 コー トを3等 分 に して6チ ー ム を コ
ー トに入れラ リー練習 をするとよい

。

・チー ムごとに移動 を しなが らパス練 習を

勤撮 礎 鰯 黛欝 鋸 とが

(都立大学 附属高等学校 での相互研銀 平成17年8月29日 実施)
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4検 証授業の単元におlfる指導と評価の計画

教 科 保健体育1科 目1体 育

単 元 球 技=バ レー ボー ル

〔1)ネ ッ ト型の球技であるバレーボールでは、相手にプ レー一を邪魔されないが、瞬間的にしか承一
ルに接触できないため、ボールの扱い方(特 に基本となるパス)と ともに、ボールに触れない聞

のプレー(ポ ジションニング)が 大きな意味をもっ。

運動の

特 性

(2)ミ スが直接ポイン トとなるバ レーボールでは、「守 りからの攻撃」への連携を生か したゲーム

が中心となる。相手のミスを誘ったり.相 手のいない場所にボールを落した りすることがゲーム

を楽 しくする要素 となる。

㈲ バ レーボールでは、 「ラリーを続けること」から攻撃によって 「ラリー を意図的 に中断 させる

こと」で楽 しさが発展 していく。バ レーボールの技能としてのスパイ クを積極的に行 う意識をも

たせることでゲームの質が高まる。

(1)バ レーボールに興喋をもち、自分やチームの能力に応 じて、個人的技能や集団的技能を高め、

作戦を生か した攻防を展闘してゲームができるようにする。

単元の

目 標

〔2)チ ームにおける自己の役割 を自覚 し、その責任を果たし、互いに協力 して練習や ゲームボでき

るようにするとともに、勝敗に対して公正な態度がとれるようにする。また、練習場な どの安全

を確かめ、健康 ・安全に留意して練習やゲームができるようにする。

(3)チ ームの課題や 自己の能力に応 じた課題の解決を目指 して、計画的な練習の仕方やゲームの仕

方を工夫することができるようにする。また、競技会の企画や運営ができるようにする。

バ レーボールの評価規準
i'ヒ ...二1閑灘 艦 意 欲i韓 態 薦=二=翫.ぜ,,、.

㌦=

.、: 訟1'運 動礎雑能. 知識霞理解
ゲームの構造的特性から 「ネ ット型」に チー ムや 自分 の能 チーム の課題や 自 バ レー ボ ー ル の 特

類型化 され るバ レーボールの特性 に関心 カに応 じた課題 を設 分の能力に応 じて、バ 性に応 じた技術の構

をもち、球技(主 に集団的技能を用いて行 定 し、その解決を目指 レーボー ルの特性 に 造や技能を高めるた

うネッ ト型の球技)の 楽 しさや喜びを味わ して緯習の仕方やゲ 応じた技能(個 人的技 めの効果的な練習の
えるよ うチームにお ける自分の役割を 自 一ムの仕方 を工夫 し 能 ・集団的技能)を 身 仕 方 、ル ール 、審 判 怯

覚 して、その責任を果たし、互いに協力 し て い る。 に付け、作戦を生か し 及び競技会の企画や
て進んで練習やゲー ムに取 り組 も うとす た攻 防 を展開 して ゲ 運営の仕方を理解 し、

るとともに、勝敗に対 して公正な旭度をと 一 ム が で き る
。 知識を身に付けてい

ろうとする。また、練習場などの安全に留 る 。

意 して練習やゲームをしようとする。

車元に おける指導 と評価の計画(10時 間)
,.

ね らい・廼岸 習内容 学習活勤 教師の指導
.饗 鷺煮 動偉』おげiる県体的な
・評価規拳 ...二

評 価 方 甚

等 、

学習1(1時 間)

Oオ リエンテー シ ョ

ン
・単元における学習の

目標を知る。
・単元 目標に必要なバ

レー ボー ルの特性

を理解する。
・毎時の学習ノー トの

記 入の仕方 を確認

す る。

O課 題発見ゲーム(ね

らい1)の 実施
・チームや 自分の課題

の発見 と単元 にお

け る 目標 を設定す

る。

O生 徒に よる授 粟評

価(診 断的)の 意味

を知る。

O学 習に対す る見通 しをも

ち、(歴 史的背 景を踏まえ

た)バ レーボールのねらい

及び特性を知る。

0準 備運動 ・ほ ぐしの運動

を行 う。

Oバ スの基本練習を行 う。
・キャッチボール

・オーバーハン ドパス

・アンダーハン ドパス

Oタ スクゲーム(パ ス)を

行 う。

Oチ ーム分けを し、チーム

名を決める。

O学 習ノー トの記入 ・活用

方法を理解する。

0こ れまでの体育授業を振

り返 り、診断的(事 前的)

評価を行 う。

・バ レーボールの

特性を説明する。
・けが防止のため

の準備運動やほ

ぐし運動 を十分

に行 うよ う指示

する、
・チーム分けの留

意点を説明する。
・学習ノー トの意

義 と活用方法 を

説明する。
・タスクゲームの

(具体的な)課 題

(日標)を 課定

し、指示する。

・バ レー ボ ー ル はネ ッ トを は

さみ 攻 防 を 楽 しむ 特 性 が あ

る とい うこ とにつ い て 、言 っ

た り、書 き 出 した り してい る

(知 識 ・理 解 ①)。

・練 習 や ゲー ム の場 所 の安 全

を確 か め 、危 険 な プ レー を し

な い な ど、健 康 ・安 全 に注 意

し よ うとす る(関 心 ・意 欲 ・

態 度 ①),

・練 習や ゲー ムか ら、 チー ム

や 自 分 の 課 題 を 見 付 け て い

る 偲 考 ・判 断①)。

・パ ス(と レシー プ)で
、 ボ

ー ル を コ ン トロ ー ル す る こ

と 力覧で き る(運 動 の 技能 ①)。

学 習 ノー

ト

観察

学習H(2～6時 間)

O個 人的 技能 と集 団

的 技能 を高めなが

らゲー ム を行 う、

・

Oチ ームごと健康 ・安全の

確認を行 い、準備蓮動 ・ほ

ぐしの運動を行 う。

・体育授業におけ

る約 束事を徹底

する。

・バ レーボールの集団的技能

に着 目して、作戦を立てて勝

敗 を競い合 うバ レーボール
彫 ■ 一 一 一曹 也 一一
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,・ 胴.亀 噸邑

〔ね らい2) Oタ ス ク ゲ ー ム(パ ス ・サ
・タ ス ク ゲ ー一ム の の楽 しさを味わお うとす る

」

・パ ス ゲ ー ム 一ブ)に っいて理解する。 (具体的な)課 題 (関心 ・意 欲 ・態 度 ②)、

・サ ー一ブ ゲ ー ム ・バ ウ ン ド数 、 ク ッ チ 数 、 (目標)を 設 定 ・練習やゲームで、自分の役
・簡 易 ゲ ー ム 人数の制限、得点方法など し、指 示す る。 割を果たし、協力して教え合

Oゲ ・一ム分 析 ・評 価 O簡 易ゲームにおいてゲー ・実際 の ゲ ー ム 情 っ た り、励 ま し合 った り し よ

O集 団的技能の学習 ム分析を行い、具体的な 況 と個々の練習 う とす る{関 心 ・意 欲 ・怨 度

・(実 隙 の ゲ ー ム状 況

をイ メー ジ し、)ト

作戦の立案を行う。

O集 団的技能の練習を行

をっ なげ られ る

よう、ゲーム中に

③)。
・チ ー ム や 自分 の 課 題 を と ら 観察

ス ～ ス パ イ ク、サ ー

プ カ ツ ト～ トス ～

う。

・ トス ～ ス パ イ ク

頻 出す るプ レー

を抽 出 して練習

え、練習の見直 しやゲームで

新 たな作戦を見 付けてい る
学 習 ノー

ト
スパ イ クな どを行 ・サ ー プ カ ッ ト～ トス ～ ス す るよ う指導す (思 考 ・判 断②).

う 。 パイク る. ・サ ー ブ で コー ス をね らい 、

O学 習 ノー トを活用 ・ブ ロ ッ ク ～ レ シー ブ ～ ト ・コー チ ン グ(声 相 手コー トに入れ ることが

し形成的に自己評 ス ～ ス パ イ ク かけ)の 重要性を できる(運 動の技能②)。

価 を実施する。 理解させる。 ・ス パ イ クや ブ ロ ッ クの 動 作

ができる(運 動の技能③).
・バ レー ボー ル の 技 能 を高 め

る合理的な練習法にっいて、

具体例を挙げている(知 誠 ・

理解②)。
・バレーボールに必要な集団

的な技術について、言った り

書き出 した りしてい る(知

識 ・理解 ③).

学 習 皿(7-10時 間)

「

O自 チ ーム及 び相 手 O集 団的技能の練習 を行 ・サ ー ブや スパ イ ・審判の判定や指示に従い、

チ ー ムに応 じた集 う。 クに対す るフォ 勝敗の結果を受け入れよう

団的技能を高めな
・守 備 フ ォ ー メ ー シ ョン 〔サ 一 メ ー シ ョ ン の とす る(関 心 ・意 欲 ・態 度 ④).

が らゲ ー ム を行 う、
一 ブ カ ツ ト、 プ ロ ツ ク) 意義 と方怯を説 ・技能の段階に応 じて、組織

(ねらい3) ・攻 撃 フ ォ ・一メ ー シ ョ ン 〔ス 明 す る、 的な攻守に必要な繰習法や

O集 団的技能練習 を パイク) ・フ ォ ー メ ー シ ョ 作戦を提示されたもののな

行 う、

・守 備 フ ォ ー メ ー シ ョ

O集 団的妓能を生か したゲ
ームを行 う。

ン練習では、各 自

のポ ジシ ョンを

かから選んでいる(思 考 ・判

断③)。
観察

ン(サ ー プ カ ッ ト、

ブ ロ ッ ク)

Qゲ ーム時にはゲーム分析

を行い、ゲームを評価 し、

決め、その責任範

囲 を確認 しなが

・練 習 や ゲー ム で 、直 上 トス 、

オ ー プ ン トス を使 っ た ス パ
学 習 ノ ー

ト
・攻 撃 フ オー メ ー シ ョ 次ゲームに向けての作戦立 ら練習す るよ う イクによる攻 撃の フォー メ

ン{ス パイク)

Oゲ ー ム評価 とそれ

案 を行 う。

Oポ ー ル イ ン 、 ア ウ ト、 へ

指 示 す る。

・チ ー ムプ レ・一を

一ションの動きができる(運

動の技能④)。
評 価 シ ー

ト
を生か した作戦立 ル ドボー ル(ボ ー ル テ ンデ 楽 しめ る よ う、ま ・練 習や ゲー ムで

、相 手 の サ

案 イ ン グ)、 ダ ブ ル コ ン タ ク た ワンプ レー で 一ブやスパイ クに合わせ た

O審 判法を理解する。 ト、 ペ ネ トレー シ ョン フォ も多 くラ リー が 守 備 の フ ォ ー メ ー シ ョ ン の

Oリ ー グ戦 と トーナ ル ト 〔オ ー バ ー ネ ッ ト、 パ 紐 く よ うに 、カ バ 動きができる(運 動の技能

メ ン ト戦 を 行 う。 ッシ ングザ セ ンター ライ 一 〔リカ バ リ・一)
⑤)。

O生 徒による授巣評 ン〉、 フ ォア ヒ ッ ト{オ ー バ について指導す ・ラ リー ポイ ン ト制
、 タ ッチ

価(総 括的)を 実施 一 タ イ ム ス) 、 タ ッチ ネ ッ る 。 ネ ッ ト、 ロー テ ー シ ョンな ど

す る. ト、などの基本的なルール ・基本 的 ル ー ル と の基本的なルールにづいて、

を理解 し、審判を行 う。 審判動作につい 言 った り書き出 した りして

O自 チームの得点やよいプ て説明する。 い る(知 織 ・理 解 ④)。

レー・に 対 して 、 お 互 い に ほ ・ゲームの運営の仕方にっい

め合 い 、 励 ま し合 う。 て、具体例を挙げている(知

識 ・理 解 ⑤)。
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5検 証授業の学習指導案

本時の位置 10時 間中の6時 間 目 対 象 全 日制普通科 第2学 年 女子42名

自分の役割を果た し、協力 して教え合った り、励ま し合 う中で、チームとしての意識を高

本時の目標 め合いながら練習やゲームができる。三段攻撃をイメージしながら 「守 りからの攻撃」にっ

いて学習することでバ レーボールの特性に触れることができる。
"'"卍

:::H1、 ㍉'『'可 跡 ∫iう='『,『 ㌔サ曜'F・ ・i詫濟. .'..『 』 ・ニ ゴ.

㍗ 七 ヒ串 冨}設'
.

∫懸鷺騨
,..戯.∫,'

.熟勲 指導
弓 器 魏 に峨灘 警難撫 靖1鎌一 ヤ 、 叱 「ヒ.

,

【導入】

本時の学習目標 ・内
・チ ー ム ご と集 合 し、 服 装 ・キ ャプ テ ンに行

容の確認 など安全確認 をして、準備 動の迅速化を促

運動、補強運動を行 う。 す 。

・前時の学習 を参考に、チ ・前時から学習の

一ムの課題に応 じて練習 を 流れを把握 させ

行 うことを確認する. ながら、本時の学

また、その後チーム内で 習内容を示す。

タスクゲームを行 うことを

確認する。
贋騨.煽 山

【展開1】
・チームの課題は何か ・チーム棟習の場 を確保す ・チー ム練 習 の 場 ・技能の段階に応 じて、組織 観察

を考え、その課題解 る。 〔1コー トを縦 に3等 分 に重 な りがない 的な攻守に必要な練習法や 学 習 ノー

決のための練習は にする。アンテナが目印) か 、ま た 、教 え合 作戦を提示 された もののな ト

何がよいか決定 し、 ・チ ー ム の課 題 を確 認 し
、 い・助け合いがあ かから選んでいる(思 考 ・判

実践す る。 配布した学習資料から選択 るか観察 し、声か 断③)。
・チームで共通理解を するなどし、チーム練習の けを穣極的に行

もって練習する。 内容を決める。チームの課 う。

・チ ー ム で 教 え合 い 、 題に向かって仲間とともに

助 け合いの雰囲気 進んで練習に取り組む,

を 作 る。
F

【展開2】
・自チーム及び相手チ ・三段攻撃の仕上げである ・ 「ス パ イ ク 」 に ・練 習 や ゲ ー ムで 、直 上 トス 、 観察

・一ム に 応 じ た 集 団 「スパイク」による攻撃を よる攻撃 を行 う オープン トスを使 ったスパ 学 習 ノー

的技能を高めなが 行 うためのタスクゲームで ためのゲー ムで イ クによる攻撃の フォー メ ト

らタ ス クゲー ムを あ る こ と を理 解 し、 チ ー ム あることを強調 一ションの動きができる(運

行 う。(ね ら い3) で協力 してゲームを行 う。 す る。ル ー ル の 解 動の技能④)。
・タ ス ク ゲ ー ム の ル ー 釈で問題が生 じ
ル は、1チ ー ム3(4) ない よ う指導す

人 、1コ ー トを縦 に る 。

3等 分にして使用す ・個 々の プ レー に

る 。 対 して声をかけ、
・サ ー ブ は 投 げ入 れ 、 技術的な助言す
タッチ数は自由、得 る 。

点 方法 はスバイ ク

に よ る もの は2点 、

その他は1点 とす

る 。
邑」 ・L・

【まとめ】

学 習 ノー トへ本時 本時の目標 ・内容 とチー 本時の ポイ ン ト

の反省 と次時の課題 ムの学習活動を振 り返る。 (目標・内容及び

を ま とめ る。 新たな気付き)を
述べ、次時の予定

を提示する。

1まとめ1ス パイクの場面が多く見られたか。見られた場合 と見 られなかった場合に何が

違 った の か。 トス は ど うだ った か。2打 目の パ ス(ト ス)が オ ー バ ー ハ ン ドパ ス

だった場合、スパイクによる攻撃はどの程度あったのか。チーム練習とゲームに

つなが りは見られたか。

【次 時】 今以上にチーム練習を工夫する。 コー トを広くとって6人 でゲームを楽しむ。

その際、フォーメーションを考える。そ して、守備から攻撃への移行 について学

習を深める。
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ー

紹

ー

授業力向上に向けた相互研鎭シー ト(記 述は検証授業におけるもの)

構成要素 授粟等における具伽的な取組について 授業者の自巴点検

使命感
熱意
離

豊かな感性を身に付け、教員の職責を自覚し、困難な状況 ・課題に挑む姿勢

(例えば、先生はにこやかで明るい雰囲気で授業を行おうとする、生徒の学習状況や心権などへの配慮 事前の準備な
どについて)
・学習カー ドが有効に活用されている.特 に場の設定と雰囲気づくりがうまい。
・丁寧な言葉働 、で生徒を尊重している。生徒がi鼻i}して教員の指導を受け入れている雰囲気がある。
・教員は生徒と多くかかわろうと努力している様子が見える。また、生徒と感動を共有しようとしている様 子が見える。

・学習カー ドを使用し、授業のね

らいや評価について生徒に意識
させることができた。
・レシーブに参加 したり、できば
えを声力滑 したりして生徒の活

動を盛 り上げるようにした。

児童 ・生徒理解

一人一人の児童 ・生徒を畑 こしようとする愛情
。児童 ・生捷を惹き付けるカ

(例えば、先生は積極的に巡視し、個々の生徒たちに頻繁に助言を与えるなど学習状況の把握、肯定的なかかわりや個

に応じた適切な指導などについて)
・うまくできない生徒が多くいるグループや個への具体的な技能向上のためのア ドバイスがほしい。
・各コー トで半分ずつ集めて指導する場面があった方が良い

。
・教員がどこに位置するのかを考えることが大切である

。スパイク練習の時は、トスを上げる側にいた方が良い。

・良い話動をしているグループの

長所を認め、それを他グループに

も広げる]訣 をしたが、もっと的

確なア ドバイスを心がけたい。
・次時の指導の場面では、どこの

位置に立つかを工夫する.

統率力
児童 ・生徒の集団をまとめ、リー ドするカ。学習への関心 ・意欲を引き出すカ
(例えば.生 徒が生き生きと楽しそうに学習するなど互いに認め合う学晋集団の構築、教師と生徒の信頼関係の確立な

どについて)
・あいさつなど授業を進める上での規律が守られている

。安全確保のためにボールを取りにいく時も生徒がよく動いて
いる、
・各グノレープの目標がある。生徒同士の学び合いがあり、授業の中でうまくなっていく様子を見ることができた。
・「1・2・3ス パイク」等の良い声だしを全体に広げるために、もっと良い部分を積極的にほめることが必要である。

・生徒 との信頼関係の中で、身だ
しなみなど注意しなくても良く

なってきた。
・自分が考えていた以上に生徒は

動いてくれた.

繍
(授業展開)

「わかる授業jrも っと学習』た鶏なる授業」を実現する技能

(例えば 生徒の主体的な学習活動を引き出す説明など学習の目標や課題の意議化、効果舶な説明、活動などの時間の

確保、学習状況に応じた柔軟な対応などについて)
・スパイク練習時の トスに対するア ドバイスが不足している。タスクゲーム終了時の各グループでの反省が必要である。
・「トスをオーバーで上げさせたい」とい う教師のねらいを生徒に気付かせようとしている

。
・タスクゲームでスパイクを増やすための工夫が課題である

。

・次時に向けてもどの様にしたら

良いスパイクが打てるのか。その
ために トスをどの様に上げるの

かをグループで考えさせる。
・事前にグループリーダーに練習

のポイントを助言し明確にさせ

る。

繍織
教科や関連する学問等に関する深換臓見
(例えば、学習課題や教材は生徒の能力に合ったもので、大きな失敗や困難さがないなど専門的知識に裏付けされた理

解しやすい運動内容や教材の活用などについて)
曜

・ネッ トの高 さ(2ml5cm)は 適切かどうカ㌔ ミニゲームの練習での 呂っのエ リアは適切であった。
・コー トの後ろや真 中が空いていてもったいないので、場の使い方に工夫がほしい。
・ポールがネ ットの下を転 がらない工夫、ネッ ト際でのジャンプやボール に対す る恐肺心を取 り除く工夫が必 要である。

・相互研鎭で学んだアンテナ利用

の3か 所グルーフ糠 習を取り入

れ、運動量を確保できた。
・授業の中では、生徒の練習する

場面の工夫が重要であると再認

識 した。

r指導と評価の

計廟 の作成 ・

改吾

常によい授業を求め竃いく.改 善の意欲

(例えば、目標及び評団槻準の設定、生徒の実態に応じた指導鞭 や学習指導案の作成などについて)
・何時間目までにどこまで身に付けさせたいのか、生徒に具体的な目標を示すことが必要である。
・生徒がどう変わったのかを記録していく、例えばファイルにして蓄積 していくことが考えられる.
・指導計画を立てる際に発展的な課題も含めた練習を取 り入れると

、生徒がより一層見通しをもって取り組める。

・1、3年 のバレーボール担当者と

単元計画について話し合い、学年
の目標を決めたることができた。
・学習カー ドを見ながら、生徒が

見通しがもてるよう工夫するよ

うにする。



6検 証授粟の成果等と相互研鎭の在 り方

(1)検 証授業の様子
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(都 立江北高等学校での検証授 業 平成17年9月29日 実施)

(2)単 元の前後における生徒の変容

生徒による授業評価 を活用 して、単元の前に診断的な 自己評価 、単元の後に総括的な自己評価

を実施 し客観的に生徒の変容の様子を比較 したところ次のグラフの とお り変容 が見 られた。

生捷による援粟評価

(診断的自己騨価}

まもる

14.3

できる

10.e

技術・職術に関する評価

(診断的自己評価)

生徒による摂業評価

く縄括的自己評価〕

できる

11.5

15、o
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(3)検 証授業の成果

検証授業 を行い、次の成果があった。

ア 相互研鎖 により、具体的な指導技術(指 導展開)を 積極的に授 業に取 り込むこ とがで き、生

徒の 目的意識が高ま り学習活動が活発になった。また、授 業者 も実技を伴 う相互研鎖 を したこ

とで、運動のコツや指導のポイ ン ト等に 自信を もって生徒を指導す るこ とができた。

イ 学習の場の工夫 としてアンテナ を利用 しコー トを3分 割 した ことによ り、よ り多 くの生徒 が

一度に学習 に取 り組む運動時間を確保することがで きた
.ま た、生徒の学習活動に意識的にス

パイ クを打つ とい う姿 も見 られ るな ど質的な高 まりや 楽 しさをより深 く味わ う様子が見 られた。
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ウ 様 々な指導技術を提示 した教員 も含 め相互研鍍 にかかわ った教員は、助言 した内容が授業実

践で生かされていた ことに成就感 を得 ることができた。

工 授業力向上に向けた相 互研鎖シー トを活用 した ことによ り、共通の視点で授業 を観 ることが

でき、検証授業後の意見交換 も視点 を定めた具体的な学習指導の工夫 ・改善等 について検討す

ることができた。

(4)検 証授業の成果を支 えたもの

検証授業の成果を支えた もの としては、次の ことがあげ られ る。

ア 生徒は、体育の授業 に対す る関心や意欲が高く、教員が授業規律を指 導をす る揚面がほ とん

どな く、授業に取 り組む姿勢 ・態度 ができていた。この ことに より、生徒が運動す る実質的な

時間 を十分確保す ることができた。授業者が継続的に指導を重ねてきた ことによる ところであ

り、体育の授業を作 る上で重要な要素の一っである。

イ 授業者は、「使命感、熱意、感性」や 「児童 ・生徒理解」の項 目においてよく指導できている

とい う意見が多かった。 一方でバ レーボールの授業の指導 には不安 をもっていた.授 業者は、

自校において3年 間を見通 した 目標 を設定 し、指導計画を どう立ててい くか、教科の先輩教員

と意見交換や相談を積極 的に行った。 また、r指 導技術(授 業展開)」 については、他教員がこ

れ までに会得 してい る運動 のコツや練習計画及び生徒へのわか りやすい説明の仕方等を相互研

鎖 し合 うことができた。

(5)相 互研讃の在 り方

日常的な相互研鎭 を実施す るた めには、安心 して相互研鎖が行 うことができる教員同士の信頼

関係が大切である。 また、目指す授業像を教科 として検討する とともに、授業力 の構成要素 を踏

まえた 「授業力向上に向けた相互研鎭 シー ト」な どを活用 して、各学校 において共通の視点 をも

って相互研銀 をす ることが大切である。

1V研 究の成果 と課題

1研 究の成果

(1)保 健 体育科の特性 を踏 まえた授業力の構成要素 と相 互研鎭 のための視 点 と手だて の具体例を

示す ことができた。

(2)授 業を実施す る運動種 目についての相互研鎖を行い、具体 的な指導技術(授 業展開)を 学び、

授 業者 が 自信 をもって生徒 に指導 を行 う等、積極 的に授 業に取 り込んだこ とは、授業力の 向上

に効果 的であった。

(3)授 業力の構成要素に基づいた 「授業力 向上に向けた相互研鎭 シー ト」を活用 し相互研鎭す る

ことに より、授業参観 の視点が明確にな り、学習指導 の工夫 ・改善 に具体的な課題 と して役 立

てる ことができた.ま た、授 業力洵上に向けた 日常的な相互研鎖の在 り方を示す ことができた。

2今 後の課題

(1)各 学校におけ る相互研鎖す る時間 を確保す るために、教科会 を授業時間割の中に組み込み定

例化 させ 、授業力向上に向けた相 互研鎭 シー トな どを活用 した授業研 究を計画的 に実施す るた

めの効果的な方法等について さらに検討 していく必要がある。

(2)指 導 と評価の一体化 を一層充実 させ るために も、各学校にお いて各運動種 目の指導 と評価 の

計画を作成す るとともに、生徒が学習すべ き内客(運 動の技能、学び方、態度)を 学年 ごとに 整

理する必要がある。

(3)授 業 力向上に向けた授業研究等についての実践的 な研究を、来年度 よ り開設 され る 「東京教

師道場」において継続 的に研究 していく必要がある。
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